
平成 29 年 2 月 24 日

学習指導要領における各項目の分類・整理や関連付け等に資する

取組の推進に関する有識者会議（発表用メモ）

一般社団法人 教科書協会／岡本哲明（東京書籍株式会社）

１ 「主たる教材」＝教科書（教科用図書）の特性

①「主たる教材」の三条件

学習指導要領，学習指導要領解説，教科用図書検定基準 に基づく

民間の発行者が創意工夫を加えて著作・編集し，文部科学大臣の検定を受ける

②「主たる教材」の三面性

児童・生徒のための学習材，教師のための教材，学校という場での使用 への配慮が重要

③「主たる教材」の三課題

編集・制作，使用の期間，義務教科書は基本的に 1 教科 1 種類の使用，労力・コスト

（平成 32 年度版小学校教科書）

2016（H28） 2017（H29） 2018（H30） 2019（H31） 2020（H32） 2021（H33） 2022（H34） 2023（H35）

編集 検定 採択 使用

2 「主たる教材」から見た，学習指導要領のコード化の意義，可能性

①「主たる教材」を活用する

・教科横断的な学習，資質・能力の育成（学習の基盤・現代的な諸課題への対応）

・カリキュラム・マネジメントに有効

⇒教科書編集，教師用指導書への利用

※利用の目的に合わせ，学習指導要領コードに観点，情報を付加（カスタマイズ）できるとよい

②「主たる教材」から，学びを広げ，深める

・図書教材，デジタル教材

・多様な資料への展開

【別紙資料】 現行教科書の「学習指導要領との対照表」（編修趣意書）

（資料①小学校理科，資料②中学校理科）

現行教科書の「教科関連表」（内容解説資料）

（資料③‐1 防災・減災教育，③‐2 小学校算数教材，

資料④問題解決能力の育成）






